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  伊方原発運転差止広島裁判（本案訴訟＝本訴）は、７月５日（水）に広島地裁で第３５回口

頭弁論期日を迎えるが、同期日は原告側（市民側）証人巽好幸氏による「火山」に関する証

人調べ（証人尋問）。（広島地裁民事第二部：大浜寿美裁判長、長谷川健太郎右陪席、森谷謙

太左陪席） 

 

 巽氏は、日本を代表する世界的な火山学者の一人。専門はマグマ学。 

証人尋問で同氏は、専門家の立場から原子力規制委員会の「火山影響評価ガイド」（火山ガ

イド）の非科学性や火山ガイドを指針として行われた四国電力の「火山影響評価」の不当性

を証言するものとみられる。（解説チラシ参照のこと） 

 

巽氏の主尋問は午前１０時３０分から９０分（主尋問担当は松岡幸輝弁護士）、１２０分の

休憩を挟んで午後２時から被告四国電力側から９０分の反対尋問、１０分の休憩を挟んで３

０分の再尋問が予定されている。 

 

伊方原発広島裁判事務局は、期日終了後、広島弁護士会館２階大会議室で午後４時３０分

ごろから記者会見・報告会を開催する。（市民側の当日の取り組みについては期日案内チラシ

を参照のこと。） 

 

 （了） 
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